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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第51期

第３四半期連結
累計期間

第51期
第３四半期連結
会計期間

第50期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成19年
４月１日
至平成20年
３月31日

売上高（千円） 36,962,70013,351,31044,752,445

経常利益（千円） 2,020,875857,6101,638,665

四半期（当期）純利益（千円） 795,529 422,706 743,152

純資産額（千円） － 19,519,18419,138,157

総資産額（千円） － 33,136,41330,582,197

１株当たり純資産額（円） － 1,589.961,552.64

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 64.60 34.39 60.27

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） － － －

自己資本比率（％） － 58.9 62.6

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,719,660 － 2,704,178

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△1,014,781 － △1,780,720

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△383,441 － 445,134

現金及び現金同等物の四半期末（期末）残高（千円） － 2,647,5565,788,830

従業員数（人） － 611 589

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており
ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

 

４【従業員の状況】

(1）連結会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 611 (120)

　（注）　従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は（　）の内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載し

ております。

 

(2）提出会社の状況

 平成20年12月31日現在

従業員数（人） 440 (98)

　（注）　従業員数は、就業人員であり、臨時雇用者数は（　）の内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載してお

ります。

 

EDINET提出書類

エバラ食品工業株式会社(E00514)

四半期報告書

 3/25



第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期連結会計期間の生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

食品事業（千円） 5,845,501

合計（千円） 5,845,501

　（注）１．金額は製造原価によっており、セグメント間の内部振替前の数値によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

 

(2）受注状況

　当社グループ（当社及び連結子会社）は受注生産を行なっておりませんので該当事項はありません。

 

(3）販売実績

　当第３四半期連結会計期間の販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりであります。

事業の種類別セグメントの名称
当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

食品事業（千円） 12,168,786

その他事業（千円） 1,182,524

合計（千円） 13,351,310

　（注）１．当第３四半期連結会計期間における主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合は

次のとおりであります。

相手先

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

金額（千円） 割合（％）

㈱菱食 1,614,269 12.1

２．本表の金額には消費税等は含まれておりません。

 

EDINET提出書類

エバラ食品工業株式会社(E00514)

四半期報告書

 4/25



２【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態及び経営成績の分析】

(1）業績の状況

当第３四半期連結会計期間における日本経済は一段と厳しさを増し、輸出の落ち込みや雇用情勢の悪化に至り、景

気の見通しに対する不安感は急速に高まっております。このような背景のなか、消費者の節約志向による内食機会の

増加から、食品業界においては調味料・加工食品等の一部には堅調な販売動向が見られました。

　このような環境のもと、当社グループでは、当連結会計年度を初年度とする新中期経営計画をスタートさせ、既存事

業の規模拡大と新規事業であるチルド事業の積極的拡大及び海外事業の基盤確立による『成長に向けた事業構造の

強化』と、「業務革新の推進」、「生産体制の再構築」、「財務・資本戦略の強化」を柱とする『経営基盤の整備・強

化』を進めております。

　当第３四半期連結会計期間の当社グループ売上高は133億51百万円となりました。利益面では、商品構成の変化によ

る売上原価上昇の影響等から、営業利益８億56百万円、経常利益８億57百万円となりました。四半期純利益は、経常利

益の減少と、子会社である荏原食品（上海）有限公司における減損損失が発生したことから、４億22百万円となりま

した。

 

　事業におけるセグメントの概況は、以下のとおりであります。

（食品事業）

　食品事業は、家庭用商品が堅調であったことに加え、１月の価格改定を控えて業務用商品の需要が増加したことか

ら、売上高121億68百万円となりました。

  家庭用商品では、肉まわり調味料群、野菜まわり調味料群の売上高がやや落ち込んだものの、需要期にある鍋物調味

料群が『キムチ鍋の素』『担々ごま鍋の素』等の基幹商品に加え、新商品の投入効果もあって好調に推移いたしまし

た。その他群は『おいしいキムチ』が競合の影響を受けたものの、既存商品の貢献もあり全体として売上を伸ばしま

した。

（その他事業）

　その他事業では、広告宣伝事業、人材派遣事業が景況の悪化による影響を受けたものの、物流事業の伸長で補い、売上

高は11億82百万円となりました。

 

(2）キャッシュ・フローの状況　

　当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、第２四半期会計期間末と比較

して32億99百万円減少し、26億47百万円となりました。また、前連結会計年度末に比べ31億41百万円の減少となってお

ります。

　当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は、21億６百万円となりました。これは売上債権の増加額が36億84百万円であったこと

等が主な要因であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、13億64百万円となりました。これは主に、有価証券の取得による支出10億79百万円

によるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果得られた資金は、１億99百万円となりました。これは主に、短期借入金純増加額２億49百万円による

ものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題　

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動　

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、149,675千円であります。

　なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

  当第３四半期連結会計期間において、生産効率の向上を図る為に設備を購入しております。

　その主要な設備は、次のとおりであります。

提出会社  

事業所名
(所在地)

事業の種類別
セグメントの
名称

設備の内
容

帳簿価額(千円)
従業員数
(人)

建物及び
構築物

機械装置
及び運搬
具

土地
(面積千㎡)

その他 合計

栃木工場

（栃木県さくら市）
食品事業 生産設備 － 297,250

－

－
－ 297,250

56

(21) 

　（注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　　　　２．従業員数の（　）内は臨時雇用者数の当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載しております。 

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の改修について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 25,222,400

計 25,222,400

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成20年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年２月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 12,398,400 12,398,400ジャスダック証券取引所
単元株式数

1,000株

計 12,398,400 12,398,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成20年10月１日～

平成20年12月31日
－ 12,398,400 － 1,387,136 － 1,655,201

 

（５）【大株主の状況】

   大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

  当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成20年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

 

①【発行済株式】

 平成20年12月31日現在

区分  株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
(自己保有株式)

 普通株式     　73,000
－ 単元株式数 1,000株

完全議決権株式（その他）   普通株式   12,090,000 12,090 同上

単元未満株式 普通株式    　235,400 － －

発行済株式総数 12,398,400 － －

総株主の議決権 － 12,090 －

 

②【自己株式等】

 平成20年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

エバラ食品工業株

式会社

横浜市西区北幸

2-5-15
73,000 － 73,000 0.59

計 － 73,000 － 73,000 0.59

　（注）　上記の他、単元未満株式310株を所有しております。

 

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成20年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 1,450 1,480 1,524 1,565 1,460 1,349 1,293 1,146 1,220

最低（円） 1,325 1,449 1,460 1,427 1,261 1,252 921 985 1,040

　（注）　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。

 

３【役員の状況】

　 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりであります。

 (1）退任役員

役名 職名 氏名 退任年月日

代表取締役社長  　　 － 　　　　森村　忠司 　　　平成20年９月30日

 

 (2）役職の異動

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

代表取締役社

長
－

代表取締役副

社長
－ 　　藤川　雍中 平成20年10月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、三優監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,911,408 5,659,173

受取手形及び売掛金 12,052,074 7,016,834

有価証券 4,157,089 4,361,900

製品 1,191,538 1,366,129

原材料 456,778 478,196

繰延税金資産 290,817 291,089

その他 655,986 579,226

貸倒引当金 △6,798 △4,833

流動資産合計 21,708,895 19,747,716

固定資産

有形固定資産 ※1
 7,615,523

※1
 7,227,350

無形固定資産

のれん 4,285 17,142

その他 210,491 293,473

無形固定資産合計 214,777 310,615

投資その他の資産

投資有価証券 1,779,983 1,389,696

長期貸付金 5,499 5,966

繰延税金資産 988,964 1,037,749

その他 887,249 927,912

貸倒引当金 △64,480 △64,810

投資その他の資産合計 3,597,217 3,296,513

固定資産合計 11,427,517 10,834,480

資産合計 33,136,413 30,582,197
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成20年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成20年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,951,381 5,679,207

短期借入金 416,601 354,936

未払金 1,069,980 1,318,105

未払法人税等 427,688 397,288

賞与引当金 107,928 216,757

販売促進引当金 640,419 386,541

その他 1,044,519 360,447

流動負債合計 10,658,518 8,713,282

固定負債

長期未払金 291,439 －

退職給付引当金 2,490,752 2,025,972

役員退職慰労引当金 － 530,814

長期預り保証金 176,519 173,969

固定負債合計 2,958,711 2,730,756

負債合計 13,617,229 11,444,039

純資産の部

株主資本

資本金 1,387,136 1,387,136

資本剰余金 1,655,201 1,655,201

利益剰余金 16,440,348 16,039,256

自己株式 △157,314 △105,638

株主資本合計 19,325,370 18,975,955

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 138,255 104,157

為替換算調整勘定 55,558 58,044

評価・換算差額等合計 193,813 162,202

純資産合計 19,519,184 19,138,157

負債純資産合計 33,136,413 30,582,197
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 36,962,700

売上原価 19,115,911

売上総利益 17,846,789

販売費及び一般管理費 ※1
 15,880,828

営業利益 1,965,961

営業外収益

受取利息 34,389

受取配当金 18,420

受取賃貸料 8,371

その他 21,402

営業外収益合計 82,584

営業外費用

支払利息 4,419

為替差損 21,062

その他 2,187

営業外費用合計 27,669

経常利益 2,020,875

特別損失

固定資産売却損 1,234

固定資産除却損 13,923

投資有価証券評価損 107,792

ゴルフ会員権売却損 179

減損損失 34,602

退職給付制度移行損失 263,233

特別損失合計 420,965

税金等調整前四半期純利益 1,599,909

法人税等 804,380

四半期純利益 795,529
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

売上高 13,351,310

売上原価 7,010,790

売上総利益 6,340,519

販売費及び一般管理費 ※1
 5,483,617

営業利益 856,902

営業外収益

受取利息 11,955

受取配当金 5,151

その他 12,301

営業外収益合計 29,408

営業外費用

支払利息 1,214

為替差損 27,348

その他 137

営業外費用合計 28,700

経常利益 857,610

特別損失

固定資産除却損 940

ゴルフ会員権売却損 179

減損損失 34,602

特別損失合計 35,723

税金等調整前四半期純利益 821,887

法人税等 399,180

四半期純利益 422,706
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,599,909

減価償却費 656,099

固定資産除却損 13,923

固定資産売却損益（△は益） 1,234

投資有価証券評価損益（△は益） 107,792

減損損失 34,602

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,965

退職給付引当金の増減額（△は減少） 464,780

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △530,814

賞与引当金の増減額（△は減少） △108,828

販売促進引当金の増減額（△は減少） 253,877

受取利息及び受取配当金 △52,809

支払利息 4,419

為替差損益（△は益） 21,062

売上債権の増減額（△は増加） △5,034,546

たな卸資産の増減額（△は増加） 196,153

仕入債務の増減額（△は減少） 1,272,115

未払消費税等の増減額（△は減少） 23,618

長期未払金の増減額（△は減少） 291,439

未払金の増減額（△は減少） △255,862

その他 35,510

小計 △1,004,357

利息及び配当金の受取額 28,064

利息の支払額 △4,419

法人税等の支払額 △738,947

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,719,660

投資活動によるキャッシュ・フロー

貸付金の回収による収入 4,862

貸付けによる支出 △3,700

定期預金の預入による支出 △100,000

投資有価証券の取得による支出 △440,330

有価証券の償還による収入 4,000,000

有価証券の取得による支出 △4,066,774

有形固定資産の売却による収入 1,767

有形固定資産の取得による支出 △440,931

無形固定資産の取得による支出 △9,827

その他 40,151

投資活動によるキャッシュ・フロー △1,014,781
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（単位：千円）

当第３四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 61,665

配当金の支払額 △393,430

自己株式の取得による支出 △51,676

財務活動によるキャッシュ・フロー △383,441

現金及び現金同等物に係る換算差額 △23,389

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,141,273

現金及び現金同等物の期首残高 5,788,830

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,647,556
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

会計処理基準に関する事項の

変更

(1) 棚卸資産の評価基準及び評価方法

　棚卸資産については、従来、主として月別総平均法による原価法によっておりました

が、第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基

準第９号）が適用されたことに伴い、主として月別総平均法による原価法（貸借対照

表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定しておりま

す。

　なお、これによる損益への影響はありません。

 (2)「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

　第１四半期連結会計期間より「連結財務諸表作成における在外子会社の会計処理に

関する当面の取扱い」（実務対応報告第18号）を適用しております。

　なお、これによる損益への影響はありません。

 (3) リース取引に関する会計基準の適用

　所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、賃貸借取引に係る方法に

準じた会計処理によっていましたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基

準第13号）及び「リース取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

16号）を第１四半期連結会計期間から早期に適用し、通常の売買取引に係る会計処理

によっております。また、所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産の

減価償却の方法については、リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を

採用しております。なお、リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有

権移転外ファイナンス・リース取引につきましては、引き続き通常の賃貸借取引に係

る会計処理を行っております。

　なお、これによる損益への影響はありません。
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

１．棚卸資産の評価方法 　四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し、前連結会計

年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する方法によっておりま

す。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについての

み正味売却価額を見積もり、簿価切下げを行う方法によっております。　

２．固定資産の減価償却費の算

定方法　

　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっております。　

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利

益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該

見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。　

 

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

（有形固定資産の耐用年数の変更）

　第１四半期連結会計期間から、機械及び装置の耐用年数については法人税法の改正を契機として見直しを行い、一部の

資産について耐用年数を変更して減価償却費を算定しております。

　これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は13,348千円増加してお

ります。

　なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。

 

（退職給付引当金） 

　当社及び一部の国内連結子会社は、第２四半期において退職一時金制度の一部を適格退職年金制度から確定拠出型年金

制度へ移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針第1号）を適用しております。

　本移行に伴う影響額は、当第３四半期連結累計期間の特別損失として263,233千円計上されております。

 

EDINET提出書類

エバラ食品工業株式会社(E00514)

四半期報告書

17/25



【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、11,040,862千円

であります。

※１．有形固定資産の減価償却累計額は、10,731,511千円

であります。

 

（四半期連結損益計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給料手当    2,155,981千円

退職給付費用       247,882

役員退職慰労引当金繰入額       14,664

減価償却費       221,653

宣伝費  2,382,878

拡販費      4,094,339

賞与引当金繰入額        81,875

販売促進引当金繰入額        640,419

 

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

※１．販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

給料手当     707,886千円

退職給付費用       85,061

減価償却費       71,966

宣伝費        806,454

拡販費      1,538,579

販売促進引当金繰入額        177,272
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

※　現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）

（単位：千円）

現金及び預金勘定 2,911,408

預入期間３ヶ月を超える定期預金 △344,500

有価証券勘定 80,648

現金及び現金同等物 2,647,556

 

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　

平成20年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　12,398,400株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　121,910株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成20年５月12日

取締役会
普通株式 394,437 32 平成20年３月31日 平成20年６月23日利益剰余金
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（セグメント情報）

【事業の種類別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
食品事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 12,168,7861,182,52413,351,310 － 13,351,310

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 12,168,7861,182,52413,351,310 － 13,351,310

営業利益 914,991 68,057 983,049(126,147)856,902

当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
食品事業
（千円）

その他事業
（千円）

計（千円）
消去又は全社
（千円）

連結（千円）

売上高                     

(1）外部顧客に対する売上高 33,405,2693,557,43136,962,700 － 36,962,700

(2）セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ － － － －

計 33,405,2693,557,43136,962,700 － 36,962,700

営業利益 2,123,363180,4802,303,843(337,881)1,965,961

　（注）１．事業区分の方法

事業は製品の系列及び市場の類似性を考慮して区分しております。

２．各区分に属する主要な製品

事業区分 事業内容

食品事業 肉まわり調味料、鍋物調味料、野菜まわり調味料、スープ等の製造及び販売事業

その他事業 広告宣伝事業、人材派遣事業、物流事業

３．「追加情報」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から、機械及び装置の耐用年数については法人税法

の改正を契機として見直しを行い、一部の資産について耐用年数を変更して減価償却費を算定しておりま

す。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連結累計期間の営業利益が、食品事業

で13,348千円増加しております。

 

【所在地別セグメント情報】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。

 

【海外売上高】

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自

平成20年４月１日　至平成20年12月31日）

　海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、記載を省略しております。
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（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額に、前連結会計年度の末日と比較して著しい変動はあり

ません。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成20年12月31日）

　当社グループは、デリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（企業結合等関係）

当第３四半期連結会計期間（自平成20年10月１日　至平成20年12月31日）

　該当事項はありません。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成20年12月31日）

前連結会計年度末
（平成20年３月31日）

１株当たり純資産額 1,589.96円 １株当たり純資産額 1,552.64円

 

２．１株当たり四半期純利益金額

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 64.60円 １株当たり四半期純利益金額 34.39円

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ

いては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（千円） 795,529 422,706

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 795,529 422,706

期中平均株式数（株） 12,314,471 12,292,520
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（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

自己株式の公開買付け 

　当社は、平成21年２月２日開催の取締役会において、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第

156条第１項の規定に基づき、公開買付けにより自己株式を取得することを決議いたしました。

１．買付け等の目的

経営環境の変化等に対応した機動的な資本政策を可能とするため。

２．自己株式の取得に関する取締役会決議内容

 (1) 株式の種類

     当社普通株式

 (2) 取得株式の総数

     1,801,000株（上限）

 (3) 取得株式の総額

     1,850,000千円（上限）

３．買付け等の概要

 (1) 買付け等の期間

  ① 買付け等の期間

平成21年２月３日（火曜日）から平成21年３月３日（火曜日）まで（20営業日）

  ② 公開買付開始公告日

   平成21年２月３日（火曜日）

 (2) 買付け等の価格

    １株につき　1,020円

 (3) 買付け等の価格の算定根拠等

      平成21年２月２日開催の当社取締役会において、本公開買付けを決議した取締役会の前営業日までの３ヶ月間

（平成20年11月４日から平成21年１月30日まで）の株式会社ジャスダック証券取引所における当社普通株式の終

値平均値1,114円に対して８％のディスカウントとなる1,020円を本公開買付価格とすることを決定いたしました。

 (4) 買付予定の株券等の数

   当社普通株式　1,800,000株

 (5) 買付け等に要する資金

   約1,863,000千円

 (6) 決済の方法及び開始日

① 買付け等の決済をする金融商品取引業者・銀行等の名称及び本店の所在地

     日興コーディアル証券株式会社

     東京都千代田区丸の内三丁目３番１号

  ② 決済の開始日

   平成21年３月９日（月曜日）

  ③ 決済の方法

  公開買付期間終了後遅滞なく、本公開買付けによる買付け等の通知書を応募株主等（外国人株主の場合はその常

任代理人）の住所宛に郵送します。買付けは、現金にて行います。買付代金より適用ある源泉徴収税額を差し引いた

金額を決済の開始日以後遅滞なく、公開買付代理人から応募株主等（外国人株主の場合はその常任代理人）の指定

した場所へ送金します。
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当第３四半期連結会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

 (7) その他

　　　当社の大株主である株式会社ケーエム商事及び株式会社ケイエムファイナンス（それぞれ、平成21年２月２日現在

において当社普通株式1,152,000株、504,000株を保有しており、その持株比率は当社発行済株式総数の9.29％、

4.07％（小数点以下第三位を四捨五入）に相当します。）から、本公開買付けに対して、その保有する当社株式の全

部を応募する意向がある旨の通知を受けております。

 

（リース取引関係）

　リース取引開始日がリース会計基準適用初年度開始前の所有権移転外ファイナンス・リース取引につきまして

は、引き続き通常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間における

リース取引残高は前連結会計年度末に比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

 

平成21年２月12日

エバラ食品工業株式会社

取締役会　御中
 

三優監査法人

 

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 小林　昌敏　　印

 

 業務執行社員  公認会計士 瀬尾　佳之　　印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているエバラ食品工業株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成20年10月１日から平

成20年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半

期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結

財務諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、エバラ食品工業株式会社及び連結子会社の平成20年12月31日現在の財政

状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計

期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ

た。

 

追記情報

　重要な後発事象に記載されているとおり、会社は、平成21年２月２日開催の取締役会において自己株式の公開買付けを行

うことを決議している。

 

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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